
家畜衛生インフォメーション

　和牛繁殖農家にとって一番の関心は、なんといっても親牛の
種付けと子牛の育成でしょう。
　今回は「子牛の育成」について、特に発育ステージ別の餌
の給与方法や、飼育環境について考えてみたいと思います。
　皆さんに子牛の生理を理解していただき、かわいい子牛達
がスクスク育ってくれたら幸いです。

　牛には４つの胃があることはよくご存じ
のことと思います。ちなみに第１胃はルー
メンと呼ばれ、大きな発酵タンクになっ
ており、ＶＦＡ（揮発性脂肪酸）という養
分を吸収しています。２胃と３胃はそれ
ぞれ蜂巣胃、重弁胃などと呼ばれていま
す。また第４胃は消化液が出て食物を消
化する腺胃と呼ばれ、人間の胃と同じ働
きをしています。
　図１のように子牛では第４胃が、親牛
では第１胃が大きく発達し、正反対になっ
ていることがよくわかります。

　人間の子と同じように子牛も食べるも
のが乳から離乳食、普通食と変わってい
きます。（図2）

「子牛のスクスク育成」
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図2　成長と食べ物の移り変わり
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　以上のことをＡ農場で実際
の子牛育成に取り入れた結果
です。
　それまでは出荷日齢も長く、
体重／日齢が１を切っていまし
たが、改善後は発育が良くなり
１を越え、出荷日齢が短縮し
たことで市場の評価も高くなり
ました。

　子牛専用の飼槽を設け、そこに細断した良質で柔らかい粗飼料をごく少量置き、そ
の上にスターターをのせて給与しました。
　これは、好きな乾草を食べる時に自然に味を覚え、自発的にスターターを食べるよ
うにするためです。
　軟便になっても体温上昇など病的なものでなければそのまま給与を続けます。（下痢
と軟便を見分けることが大切）
　この時期の乾草給与は最小限にとどめ（４５日齢で２００グラム程度）、スターター
を十分食い込ませることが非常に重要です。（乾草を食べ過ぎるとスターターを食べら
れないため発育にとってはマイナスになります。）

「スターター（人工乳）馴到期（1～2ヶ月）」

「2ヶ月齢まで」

　生後３ヶ月齢以前と以後では胃のしくみが異なるため、給与すべき飼料も違います。
　初期から育成飼料では発育が劣ります。また、スターターを４ヶ月齢以上の子牛に
給与すると餌の特性から尿石になることもあります。
　濃厚飼料給与は月齢の半分が目安となります。（４ヶ月齢なら２㎏以上）
　粗飼料は３ヶ月以降徐々に増量します。濃厚飼料を規定量食べた後は粗飼料飽食。
　３ヶ月齢までにルーメンの発達が十分であれば、その後の粗飼料利用性は向上します。

「3～4ヶ月齢」

　安福系の牛は良質粗飼料が十分給与出来れば、濃厚飼料３㎏でもＯＫ。（ただし、
血統による差あり。また、濃厚飼料過剰給与による＊尾枕に注意）
＊尾枕：尾の付け根にできる脂こぶ。内臓脂肪付着のバロメーターともいわれ、肥育農家から敬遠されます。（７ヶ月齢頃から
　注意が必要といわれていますが、安福系の牛は脂肪が付きやすいため５ヶ月齢から要注意）

「5ヶ月齢以降」

図5　Ａ農場における子牛市場出荷成績の変化

手間をかけずに
　スターターに慣らす

・飼槽の清掃

・粗飼料は少量（撒き餌）

・柔らかい良質乾草
　 またはペレット
　（嗜好性良く高タンパク、高 Ca のもの）

・スターターで
　　粗飼料を覆う

気温 10℃以下では、生後 1〜2 ヶ月齢までの

子牛には保温が必要（30 日齢未満は 15℃以下）

ヒーター、ジャケット、断熱マット等での保温・冷え防止

ヒーター 断熱マット ヒーターの下に集まる子牛たち

１．３ヶ月齢までの子牛には濃厚飼料（スターター）をできるだけ食
　　べさせ、第1胃（ルーメン）を育てる。
２．新鮮で清潔な水をいつでも飲めるように。また飼槽は毎回清掃す
　　ることがとても大切。
３．４ヶ月齢以上では濃厚飼料の給与をほどほどに押さえ、良質粗飼
　　料を飽食させます。（尾枕に注意！）
４．２ヶ月齢までの子牛は保温が大事。冬期のすきま風対策と換気を
　　忘れずに。
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